




















“Problem: Foreign Students. Solution: Corporate Partner."
― An Article from The Chronicle of Higher Education ―





























































































































































































（2008年 9 月 5 日号）
（Copyright 2008, The Chronicle of Higher Education. Translated and reprinted with 
permission. The complete English-language version of this article is available on The 
Chronicle of Higher Education website at: http://chronicle.com）
訳者あとがき
　本稿はアメリカで発行されている高等教育に関する週刊専門新聞『高等教育クロニク
ル』に掲載された記事の翻訳である。筆者はカーリーン・フィッシャー氏である。
　今回取り上げたのは英語圏諸国の大学で盛んになりつつある，企業との連携による留学
生獲得に関する記事である。大学と企業が協力して留学生を増やすという試みはより多く
の学生に高等教育の機会を与えるという点では意義深いものであるが，これが利益追求の
みを目的として実施されれば様々な弊害が生まれてくるだろう。オレゴン州立大学におけ
るこのプログラムの今後に注目したい。
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　日本政府は大学などで学ぶ留学生を現在の12万人から2020年をめどに30万人にまで増や
す計画を策定した。今後10年以内に留学生数を8000人に増やすという目標を掲げるマンモ
ス大学もある。また，海外の拠点にオフィスを開設した大学もある。一方，大学全入時代
を迎え日本人学生獲得が困難になっている大学も増えている。そのような大学にとっては
留学生の更なる獲得の必要性も出てくるだろう。今後日本においても大学と提携して留学
生を獲得する企業が出現するかもしれない。もしそうなれば日本の大学における留学生獲
得戦略が大きく変わることになるだろう。
